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熊本県立

高森高等学校

　Takamori high school
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南
阿
蘇
唯
一
の
全
日
制
高
校

「
熊
本
県
立
高
森
高
等
学
校
」。

雄
大
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
高
校

に
、
高
森
町
や
南
阿
蘇
村
を
中

心
に
生
徒
が
集
い
ま
す
。

　

多
い
と
き
は
６
７
５
人（
３
学

年
15
学
級
）の
定
員
が
あ
り
、
生

徒
で
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
た
高

森
高
校
は
い
ま
、生
徒
数
減
少
と

い
う
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
知
的
・
物
的
財
産
と

し
て
、
ま
た
町
発
展
の
た
め
に

も
な
く
て
は
な
ら
な
い
高
森
高

校
を
特
集
し
ま
す
。



　

地
域
に
愛
さ
れ
、
地
域
と
と
も
に
発
展
し
て

き
た
高
森
高
校
。
昭
和
23
年
４
月
の
発
足
以
来
、

数
多
く
の
卒
業
生
を
輩
出
し
、
今
日
の
地
域
社

会
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
近

年
は
少
子
化
に
よ
り
生
徒
数
が
年
々
減
少
。
毎

年
定
員
割
れ
が
続
い
て
い
る
状
態
で
す
。
近
隣

の
高
校
で
は
再
編
問
題
が
叫
ば
れ
る
中
、
高
森

高
校
も
「
対
岸
の
火
事
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

学
習
選
択
幅
拡
大
の
流
れ
や
少
子
化
に
伴
う

学
校
の
小
規
模
化
の
進
行
な
ど
を
背
景
に
、
熊

本
県
教
育
委
員
会
が
策
定
し
た
「
県
立
高
等
学

校
再
編
整
備
等
基
本
計
画
」。
こ
の
基
本
計
画
で

平
成
19
年
度
か
ら
９
年
間
の
県
立
高
校
の
在
り

方
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
計
画
で
は
、
現
在
阿

蘇
学
区
（
阿
蘇
高
校
、
小
国
高
校
、
高
森
高
校
、

蘇
陽
高
校
）
な
ど
８
つ
に
分
け
ら
れ
て
い
る
学

区
を
、
県
北
・
県
央
・
県
南
の
３
つ
の
学
区
に

分
け
る
「
通
学
区
域
の
見
直
し
」、
１
学
年
８
学

級
程
度
の
上
限
を
目
指
す
大
規
模
高
校
の
「
学

級
減
」、
併
設
型
中
高
一
貫
教
育
校
や
連
携
型

中
高
一
貫
教
育
校
、
普
通
科
系
総
合
学
科
、
総

合
選
択
制
と
い
っ
た
新
し
い
タ
イ
プ
の
学
校
の

導
入
や
適
正
配
置
を
進
め
る
「
特
色
あ
る
学
校

づ
く
り
」、
阿
蘇
高
校
と
阿
蘇
清
峰
高
校
、
矢

部
高
校
と
蘇
陽
高
校
な
ど
の
「
再
編
整
備
」
が

策
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
再
編
整
備
」
の
中
に
高
森
高
校
は
入
っ
て

い
な
い
も
の
の
、
計
画
の
中
で
「
県
立
高
校
の

適
正
規
模
に
つ
い
て
は
、
上
限
の
目
安
を
１
学

年
８
学
級
程
度
、
下
限
の
目
安
を
１
学
年
４
学

級
程
度
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
高
森
高
校

は
全
学
年
２
学
級
。
今
後
も
入
学
者
の
増
加
が

見
込
ま
れ
な
い
場
合
、
分
校
化
や
統
廃
合
な
ど

も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

輝
か
し
い
伝
統
と
栄
え
あ
る
歴
史
を
創
っ
て

き
た
高
森
高
校
。
地
域
か
ら
の
期
待
も
大
き
い

私
た
ち
の
高
校
は
い
ま
、
生
徒
数
減
少
に
歯
止

め
が
か
か
ら
な
い
状
況
で
す
。

3 Public Information

▼昭和23年4月
　熊本県立阿蘇高等学校高森
　分校・白水分校（定時制）発足

▼昭和28年4月
　熊本県立高森高等学校と称する

▼昭和33年10月
　創立10周年記念式典並びに
　本館増築

▼昭和44年6月
　創立 20 周年記念式典並びに
　第１体育館落成

▼昭和54年11月
　創立 30 周年記念式典並びに
　第2体育館落成

▼昭和61年4月
　新制服制定、硬式野球部復活

▼昭和63年3月
　第２運動場（野球場）、コン　
　ピュータ室完成

▼昭和63年11月
　創立 40 周年記念式典

▼平成4年3月
　屋根付プール新築完成

▼平成6・7年
　学習習熟度別指導研究校指定

▼平成8年1月
　武道場新築落成

▼平成12年11月
　創立 50 周年記念式典

▼平成18年4月～20年3月
　確かな学力育成のための実践
　研究校指定

高森高校の

あ・ゆ・み 高
森
高
校
の
将
来
は
？
は
？

3学級のときに使われていた教室。現在は学習室として使用しています。
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※併設型中高一貫教育校…同一の設置者による中学校と高校を接続し、6年間の中高一 
　貫教育を行うもの。例えば、高校1学年7学級のうち1～ 3学級を中学校からの一
　貫教育とし、残りの学級は高校進学時に一般の中学校から入学者選抜を経て募集する。
　（熊本県導入例なし）
※連携型中高一貫教育校…市町村立中学校と県立高等学校が、教育課程の編成や教員・
　生徒間交流等の連携を深める形で中高一貫教育を行うもの。（小国高校、天草西校に　
　導入済み）
※普通科系総合学科…普通科、専門学科に次ぐ「第三の学科」。普通教育に関する科目
　から専門教育に関する科目まで、幅広い選択科目の中から自分で選択履修できる。
　（翔陽高校に導入済み）
※総合選択制…学科、コースの専門性を維持しながら、生徒の興味・関心、進路希望
　等に応じて、2年次から、他の学科・コースの科目もいくつか選択履修できる仕組み。
　（南稜高校、矢部高校、芦北高校に導入済み）
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熊
本
県
立
高
森
高
等
学
校

所在地／高森町大字高森1557番地
学　科／普通科
生徒数／ 151人
電　話／ 62-0185
ＦＡＸ／ 62-0937
e-mail ／takamori@bears.ed.jp

Takam ori
熊本県立

熊
本
県
立
高
森
高
等
学
校

熊本県立

熊
本
県
立
高
森
高
等
学
校

学舎
Takam ori

学舎
Takam ori

高森高等学校

熊本県立熊本県立

　

校　

歌

一
、
若
き
希
望
に
燃
ゆ
る
も
の

　
　

こ
こ
に
集
へ
り
高
森
高
校

　
　

大
阿
蘇
の
焔
の
如
く

　
　

高
ら
か
に
掲
げ
よ
そ
の
意
気

　
　

朝
風
に
鳥
も
歌
へ
り

二
、
清
き
思
ひ
に
睦
ぶ
も
の

　
　

こ
こ
に
学
べ
り
高
森
高
校

　
　

城
山
の
桜
の
花
と

　
　

美
し
く
薫
れ
誠
心

　
　

夕
空
に
月
も
匂
へ
り

     三
、
祖
国
日
本
を
担
ふ
も
の

　
　

こ
こ
に
励
め
り
高
森
高
校

　
　

新
し
き
文
化
を
め
ざ
し

　
　

逞
し
く
進
め
わ
が
道

　
　

輝
か
に
虹
は
か
か
れ
り

　

高
森
高
校
で
は
、
平
成
18
年
度
か
ら
の
３

年
間
、
文
部
科
学
省
の
研
究
指
定
を
受
け
、

「
確
か
な
学
力
育
成
の
た
め
の
実
践
研
究
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
は
じ
ま
っ
た
「
校
内
検
定
」

は
、
学
校
独
自
で
作
成
し
た
問
題
集
に
週
１

回
挑
戦
す
る
こ
と
で
、
基
礎
学
力
を
充
実
さ

せ
る
と
と
も
に
、
国
語
・
数
学
・
英
語
検
定

の
準
２
級
取
得
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
朝
課
外
（
午
前
７
時
20
分
〜
８
時

10
分
）
と
夕
課
外
（
午
後
４
時
〜
４
時
50
分
）

を
実
施
し
、
大
学
や
短
期
大
学
、
専
門
学
校

の
入
学
試
験
対
策
や
公
務
員
の
採
用
試
験
対

策
を
図
っ
て
い
ま
す
。
就
職
コ
ー
ス
の
生
徒

に
は
定
期
的
に
面
接
指
導
を
行
う
な
ど
、
就

職
活
動
対
策
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
毎
朝
10
分
間
の
読
書
の
時
間

を
設
け
、
図
書
館

や
学
級
文
庫
の
本
、

各
自
持
参
し
た
本

を
読
む
活
動
を

行
っ
て
お
り
、
国

語
力
の
向
上
と
活

字
に
親
し
む
よ
う

努
め
て
い
ま
す
。

学
力
充
実Scholastic Ability

昭和27年（第2回）卒業　
白石義武さんの作品

前面の模様はペンを表し、阿蘇五岳をイ
メージしています。背景の模様はイチョ
ウの葉、外輪山をイメージしています。
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　本校は、目指す学校像を「地域に根ざした活力ある学
校」とし、「生徒の心にいつまでも残る一番大切な学校
づくり」を目標として、生徒にとっては日本でたった一つ
しかない、かけがえのない学校づくりを目指しています。
　平成18 年度から20 年度までの 3 年間、文部科学
省の研究指定を受け、「確かな学力育成のための実践研
究」に取り組んでいます。主な取り組みの一つである「校
内検定」は、学力区分を10 段階に設定し、本校独自
の問題集を事前課題として学習して、定着したらさらに
上級を目指す取り組みです。
　風鎮祭では、本校生徒会も造り物部門に出展し、ス
テージ部門でも本校の風鎮太鼓同好会の生徒諸君が日
頃の練習の成果を発表し、地域の方々から激励の言葉
をたくさんいただきました。また、花火大会の後片付け
には、体育系部活動の生徒諸君がボランティア活動とし
て参加し、泥だらけになりながら周辺の美化作業に汗を
流しました。
　今年の体育大会は日曜日に開催し、全校生徒による
マスゲーム（風鎮太鼓、ダンス、集団行動、組体操）を
披露しました。学校全体が一つになり、生徒も職員も
高森高校に来てよかったと思える大会でした。
　本校も小規模化が著しく進行しており、今後も1学
年 2学級の入学者の確保が必要となってきます。本校
では生徒一人ひとりが主体となって活躍する場がたくさ
んあります。大規模校では味わうことのできない充実感・
達成感を味わうことができます。地元の高校で自分の
中にキラリと光るものを必ず見つけさせ、地元にしっか
りと貢献できる人材を育てていきたいと思います。

熊本県立高森高等学校

 　瀬 口   春 一 校長

　

高
森
高
校
に
は
体
育
系
６
ク
ラ
ブ
、
文
化
系

９
ク
ラ
ブ
が
あ
り
ま
す
。

　

体
育
系
ク
ラ
ブ
は
、
野
球
部
（
男
子
）
を
は

じ
め
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
（
女
子
）、陸
上
部
（
男

子
）、
剣
道
部
（
男
子
）、
テ
ニ
ス
部
（
女
子
）、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
（
女
子
）
が
あ
り
、
毎

日
元
気
に
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

文
科
系
ク
ラ
ブ

は
、
今
年
発
足
し

た
風
鎮
太
鼓
同
好

会
、
吹
奏
楽
部
、
華

道
部
、
書
道
部
、

理
科
部
、美
術
部
、
英
語
部
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
部
、

家
庭
科
ク
ラ
ブ
が
あ
り
、
１
年
生
か
ら
３
年
生
ま

で
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

高
森
高
校
で
は
、目
指
す
学
校
像
を「
地
域
に

根
ざ
し
た
活
力
あ
る
学
校
」と
し
、さ
ま
ざ
ま
な

行
事
で
地
域
と
の
関
わ
り
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

７
月
の「
湧
水
ト
ン
ネ
ル
七
夕
ま
つ
り
」に
は
、

生
徒
会
と
美
術
部
が
そ
れ
ぞ
れ
七
夕
飾
り
を
出
展

し
た
ほ
か
、８
月
の「
風
鎮
祭
」へ
の
参
加
、
10
月
の

「
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タin

高
森
寮
」へ
の
協
力
、２
月

の「
交
通
安
全
宣
言
駅
伝
大
会
」へ
の
出
場
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。
３
月
に
行
わ
れ
る
百
人
一
首

か
る
た
大
会
で
は
、地
域
の
方
々
を
学
校
に
招
き
、

地
域
と
の
交
流
も
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、早
朝

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
青
少
年
一
日
一
汗
運
動
な

ど
を
通
し
て
地
域
美
化
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
体
育
大

会
を
日
曜
日
に
開

催
し
、
剣
道
演
舞

や
組
体
操
、風
鎮
太

鼓
演
奏
な
ど
見
せ

る
競
技
を
取
り
入

れ
、地
域
に
開
か
れ

た
高
校
を
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
。

部
活
動

学舎

Takamori high school

地元に貢献できる

人材育成
高森高等学校高森高等学校

Club Activities
 

校
　

訓

叡
知
を
磨
い
て
真
理
を

探
究
す
る

友
愛
の
心
を
養
い
社
会

の
福
祉
に
貢
献
す
る

心
身
を
鍛
え
て
困
難
を

克
服
す
る

地
域
に
密
着
し
た
行
事

School Events
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年
間
行
事

後
藤 

孝
く
ん
（
３
年
）

高
校
総
体

「
円
盤
投
げ
」で
優
勝

　

高
校
生
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
「
高
校

総
体
」
が
、
６
月
１
日
か
ら
４
日
間
に

わ
た
り
県
内
の
各
会
場
で
開
催
さ
れ
、

陸
上
競
技
の
円
盤
投
げ
に
出
場
し
た
後

藤
孝
く
ん
（
南
阿
蘇
村
・
白
川
）
が
見

事
優
勝
し
ま
し
た
。
後
藤
く
ん
は
、
た

だ
一
人
40
㍍
を
超
す
43
・
７
㍍
の
自
己

ベ
ス
ト
記
録
を
マ
ー
ク
。
砲
丸
投
げ（
５

位
）
と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予
選

の
全
国
高
校
陸
上
競
技
南
九
州
大
会
出

場
の
切
符
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。
全
国

陸
上
競
技
南
九
州
大
会
は
、
６
月
14
日

か
ら
17
日
に
か
け
て
鹿
児
島
県
立
鴨
池

陸
上
競
技
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

4月

5月

6月

7月9月

入学式
歓迎遠足

部活動結成式

早朝ボランティア活動

高校総体・総文祭

インターンシップ（２年）
クラスマッチ
中学生体験入学

体育大会

▲早朝ボランティア活動

▲入学式

▲インターンシップ▲体育大会

▲総文祭
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風
鎮
祭
に
協
力

　

８
月
17
日
と
18
日
に
開
催
さ
れ
た
町

の
一
大
イ
ベ
ン
ト
「
風
鎮
祭
」
に
高
森

高
校
生
も
参
加
し
ま
し
た
。
今
年
発
足

し
た
風
鎮
太
鼓
同
好
会
は
ス
テ
ー
ジ
で

迫
力
あ
る
演
奏
を
披
露
。
ま
た
、
吹
奏

楽
部
の
演
奏
や
先
生
た
ち
に
よ
る
カ
ラ

オ
ケ
な
ど
で
風
鎮
祭
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
。
生
徒
会
執
行
部
は
、年
々
数
が
減
っ

て
い
る
造
り
物
を
出
展
。
約
１
ヶ
月
間

で
「
機
動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム
」
を
作
り
上

げ
奨
励
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
ま
た
、
体

育
系
部
活
動
の
生
徒
約
20
人
が
、
早
朝

か
ら
の
花
火
大
会
後
片
付
け
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

風
鎮
祭
に
協
力

日
に
開
催
さ
れ
た
町

の
一
大
イ
ベ
ン
ト
「
風
鎮
祭
」
に
高
森

高
校
生
も
参
加
し
ま
し
た
。
今
年
発
足

し
た
風
鎮
太
鼓
同
好
会
は
ス
テ
ー
ジ
で

迫
力
あ
る
演
奏
を
披
露
。
ま
た
、
吹
奏

楽
部
の
演
奏
や
先
生
た
ち
に
よ
る
カ
ラ

オ
ケ
な
ど
で
風
鎮
祭
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
。
生
徒
会
執
行
部
は
、年
々
数
が
減
っ

て
い
る
造
り
物
を
出
展
。
約
１
ヶ
月
間

で
「
機
動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム
」
を
作
り
上

げ
奨
励
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
ま
た
、
体

人
が
、
早
朝

か
ら
の
花
火
大
会
後
片
付
け
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

10月

11月
12月

1月

2月

3月

防火避難訓練
演劇鑑賞

文化祭
南郷谷チャレンジ大会

生徒会執行部選挙

修学旅行（２年）

青少年一日一汗運動

卒業式
クラスマッチ

百人一首かるた大会

演劇鑑賞

▲南郷谷チャレンジ大会

▲修学旅行▲卒業式

▲青少年一日一汗運動
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平
成
元
年
に
創
刊
さ
れ
た
「
高
森
高
校
後

援
会
便
り
」（
以
下
「
後
援
会
便
り
」）。
こ
れ

ま
で
に
４
５
９
号
を
発
行
し
、
学
校
の
様
子

や
で
き
ご
と
を
地
域
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
後
援
会
便
り
の
編
集
を
行
っ
て
い
る

の
が
広
報
委
員
会
の
皆
さ
ん
。
在
校
生
の
母

親
21
人
が
４
班
に
分
か
れ
、
年
10
回
程
度
の

通
常
号
（
Ｂ
４
版
・
２
ペ
ー
ジ
）
と
年
２
回

の
特
集
号
（
Ｂ
４
版
・
６
ペ
ー
ジ
）
を
発
行

し
て
い
ま
す
。
広
報
委
員
長
の
阿
部
育
美
さ

ん
（
高
森
・
森
）
は
「
皆
さ
ん
協
力
的
で
い

つ
も
楽
し
く
作
っ
て
い
ま
す
。
南
阿
蘇
村
や

蘇
陽
地
区
の
皆
さ
ん
と
も
意
見
交
換
が
で
き

る
の
で
や
っ
て
よ
か
っ
た
」
と
話
し
ま
す
。

　

平
日
の
夜
に
高
校
の
会
議
室
で
行
わ
れ
て

い
る
編
集
作
業
。
企
画
か
ら
レ
イ
ア
ウ
ト
ま

で
自
分
た
ち
で
や
っ
て
お
り
、
作
業
は
３
時

間
か
ら
４
時
間
に
も
及
び
ま
す
。
仕
事
や
家

事
も
こ
な
す
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
苦
労
も
多

い
で
し
ょ
う
が
、
そ
う
い
っ
た
努
力
が
実
を

結
び
、
平
成
12
年
と
17
年
に
熊
日
高
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
秀
賞
に
輝
く
な
ど
、

こ
れ
ま
で
に
何
度
も
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
広
報
委
員
会
の
皆
さ
ん
に
も
生
徒

数
減
少
は
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。「
生
徒
が

減
っ
た
こ
と
で
部
活
動
が
減
り
、
掲
載
す
る

話
題
も
ず
い
ぶ
ん
減
っ
た
」
と
皆
さ
ん
口
を

そ
ろ
え
ま
す
。

　
「
入
学
者
が
少
し
で
も
増
え
る
よ
う
、
後

援
会
便
り
を
通
し
て
高
森
高
校
の
よ
さ
を

Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
」
と
語
る
阿
部
さ
ん
。

後
援
会
便
り
は
広
報
委
員
会
の
皆
さ
ん
の

願
い
を
乗
せ
、
私
た
ち
の
手
に
届
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

Ｉ♥
高森高校

▲編集会議では、身近な話題をわかりやすく掲載できる
　よう、さまざまな意見を出し合います。

学校の様子を
地域に伝えている

高森高校後援会広報委員会
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「
売
り
上
げ
は
全
然
気
に
し
て
い
ま
せ
ん
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
思
っ
て
や
っ
て
い
ま
す
」
と
話
す
相

馬
和
美
さ
ん
（
高
森
・
横
町
）。
昭
和
52
年
か
ら
高

森
高
校
の
売
店
で
生
徒
た
ち
を
見
て
き
ま
し
た
。

　

学
校
が
あ
る
日
は
ほ
ぼ
毎
日
売
り
場
に
座
る
相

馬
さ
ん
は
、
生
徒
た
ち
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
生
徒
に「
お
は
よ
う
」

と
声
を
か
け
る
と
、
生
徒
か
ら
も「
お
ば
ち
ゃ
ん
、

お
は
よ
う
」と
い
う
元
気
な
声
が
返
っ
て
き
ま
す
。

ま
た
、
と
き
に
は
服
装
の
乱
れ
な
ど
を
親
身
に

な
っ
て
注
意
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
相

馬
さ
ん
に
生
徒
も
心
を
開
き
、
相
談
を
受
け
る
こ

と
も
し
ば
し
ば
。
相
馬
さ
ん
は「
こ
の
仕
事
の
楽

し
さ
は
生
徒
た
ち
か
ら
元
気
を
も
ら
え
る
こ
と
で

す
」と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　
「
地
域
文
化
の
た
め
に
も
高
校
は
な
く
て
は
な
ら

な
い
」と
語
る
相
馬
さ
ん
。
誰
よ
り
も
生
徒
数
減
少

を
感
じ
て
い
る
高
森
高
校
の“
お
母
さ
ん
”
は
、誰

よ
り
も
高
森
高
校
の
将
来
を
心
配
し
て
い
ま
す
。

▲パンやジュース、学用品を求め、毎日たくさんの生徒が
　売店を訪れます。

高
森
高
校
の
売
店
で
30
年
間

生
徒
を
見
て
き
た

相
馬
和
美
さ
ん

　

高
森
駅
構
内
で
「
森
の
風
Ｃ
Ａ
Ｎ
」
を
営
む

相
馬
明
子
さ
ん
（
高
森
・
冬
野
）
は
、
昭
和
62

年
の
高
森
駅
完
成
以
来
、
平
成
４
年
３
月
ま
で

の
「
喫
茶
ベ
ル
」
時
代
を
含
め
、
20
年
間
生
徒

の
様
子
を
見
て
き
ま
し
た
。

　
「
始
め
た
こ
ろ
は
、
生
徒
が
利
用
す
る
朝
と
夕

方
の
レ
ー
ル
バ
ス
は
２
両
編
成
で
生
徒
も
た
く

さ
ん
い
ま
し
た
。
駅
前
公
園
に
バ
イ
ク
で
乗
り

入
れ
る
生
徒
も
い
て
た
い
へ
ん
だ
っ
た
」
と
当
時

を
振
り
返
り
ま
す
が
、「
今
で
は
高
校
生
自
体
が

い
な
く
な
っ
た
」
と
活
気
が
な
く
な
っ
た
駅
前
公

園
を
さ
び
し
そ
う
に
見
つ
め
ま
す
。

　

相
馬
さ
ん
は
、
現
在
高
森
高
校
生
を
ア
ル
バ

イ
ト
と
し
て
受
け
入
れ
、
学
校
の
様
子
な
ど
を

よ
く
耳
に
す
る
そ
う
で
す
。

　

ご
自
身
も
高
森
高
校
の
卒
業
生
で
あ
る
相
馬

さ
ん
は
、「
で
き
れ
ば
地
元
の
子
ど
も
は
地
元

の
高
校
に
進
ん
で
ほ
し
い
。
そ
の
た
め
に
も
豊

か
な
自
然
を
い
か
し
た
魅
力
あ
る
高
校
に
な
っ

て
ほ
し
い
」
と
強
く
願
っ
て
い
ま
す
。

▲ＢＡＦＵＮおにぎりが人気の「森の風ＣＡＮ」。生徒たち
　も放課後買い求めにやってきます。

高
森
駅
構
内
で「
森
の
風
Ｃ
Ａ
Ｎ
」を

経
営
し
て
い
る

相
馬
明
子
さ
ん
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今 

村　

翔 

太 

さ 

ん

　
　
　
　
　
（
色
見
・
山
鳥
）

長 

野　

文 

香 

さ 

ん

　
　
　
　
　
（
南
阿
蘇
村
・
中
松
）

　兄の勧めもあって入学を決めま
した。陸上部に入っていますが、
先生や先輩たちがとてもやさし
く、毎日楽しく活動しています。

住 

吉 　

悟 

さ 

ん

　
　
　
　
（
色
見
・
井
上
）

三 

井　

大 

和 

さ 

ん

　
　
　
　
　
　
（
高
森
・
上
町
）

宇 

藤 　 

彩 
さ 
ん

　
　
　
　
（
色
見
・
中
園
）

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　生徒が少ないのは少しさびしい
ですが、授業は少人数で受けられ
るのでわかりやすく教えてもらえ
ます。入学してよかったです。

　野球部で毎日練習を頑張ってい
ます。現在 2 年生 7人と 1年生 6
人で活動しています。新入部員がた
くさん入ってくれるとうれしいです。

　知っている先輩や友だちがたくさ
んいるので、安心して学校生活が送
れます。バレー部も 3 年生がぬけ、
ギリギリの人数で活動しています。

　高校に入ってたくさんの友だち
ができました。みんなで頑張った
体育大会など高森高校の頑張りを
地域の人に見てもらいたいです。

　地元の高校でゆっくり将来につい
て考えることができました。先生た
ちも面接の練習など熱心に指導して
くれたので本当によかったです。

「高森高校のいいところは？」と聞くと、全員が「あいさつ」と答えました。
高森高校では、高森中央小学校と高森中学校と合同で毎月1回あいさつ運動が行われています。

１
年
生

本 

田　

里 

菜 

さ 

ん

　
　
　
　
　

（
高
森
・
旭
通
）

高
校
の
主
役
は
も
ち
ろ
ん
生
徒
た
ち
。

生
徒
数
が
年
々
減
少
す
る
中
、
地
元
で
頑
張
っ
て
い
る

生
徒
た
ち
の
声
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

ＶＯＩＣＥ

２
年
生

３
年
生
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少
子
化
が
進
む
中
、
高
校
の
再
編
・
統
合
は
小
・

中
学
校
の
統
合
同
様
、
い
わ
ば
〝
し
ょ
う
が
な

い
こ
と
〞
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

小
・
中
学
校
と
同
じ
よ
う
に
、
高
校
で
も
さ

ま
ざ
ま
な
考
え
を
も
っ
た
た
く
さ
ん
の
生
徒
や

先
生
と
出
会
い
、
そ
の
中
で
生
徒
会
活
動
や
部

活
動
、
学
校
行
事
、
そ
の
他
日
々
の
学
校
生
活

を
通
し
て
他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

能
力
を
高
め
、
適
度
な
切
磋
琢
磨
の
中
で
自
分

を
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
町
か
ら
…
南
阿
蘇
か
ら
高
校
が
な

く
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
町
内
す
べ
て
の
高
校

生
が
公
共
交
通
機
関
で
の
通
学
や
寮
生
活
な
ど

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
ま
た
保
護
者
に
と
っ
て
は

経
済
的
に
も
負
担
が
か
か
り
ま
す
。
そ
し
て
な

に
よ
り
「
こ
の
町
に
高
校
が
あ
り
、
元
気
な
高

校
生
が
い
る
」
と
い
う
地
域
振
興
に
大
き
く
貢

献
し
て
き
た
高
校
が
な
く
な
る
と
、
地
域
活
性

化
の
面
で
大
き
な
痛
手
と
な
り
ま
す
。

　

熊
本
市
内
の
有
名
校
を
除
き
、
ど
の
高
校
も

生
徒
数
が
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。
平
成
27
年

の
県
内
中
学
校
卒
業
者
数
は
平
成
元
年
の
２
８
，

７
５
９
人
か
ら
１
７
，
１
９
６
人
ま
で
約
40
％

減
少
す
る
見
込
み
で
す
。
高
校
も
生
き
残
り
を

か
け
た
時
代
に
き
て
い
ま
す
。
な
に
も
せ
ず
に

再
編
・
統
合
を
し
ょ
う
が
な
い
と
受
け
入
れ
る

か
、
自
分
た
ち
で
道
を
切
り
開
く
か
。
地
域
の

誇
り
で
あ
る
高
森
高
校
が
こ
の
先
ず
っ
と
あ
り

続
け
る
た
め
に
は
、
高
森
高
校
の
現
実
と
価
値

観
を
見
つ
め
直
し
、
学
校
と
保
護
者
を
含
め
た

地
域
と
が
よ
り
一
層
協
働
し
て
、
地
域
の
高
校

と
し
て
の
特
色
化
・
魅
力
化
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

101111 Public Information

地域の誇り「
高森高校」
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各会計決算状況

と
、
国
や
県
か
ら
入
る
お
金
や
借
金
で
ま
か
な
う

「
依
存
財
源
」の
二
つ
に
大
別
で
き
ま
す
。
自
主
財

源
は
全
体
の
24
・
２
％
で
、
こ
れ
に
対
し
依
存
財

源
は
、
19
億
３
，
９
９
０
万
２
千
円
の
地
方
交
付

税
な
ど
全
体
の
75
・
８
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
に
直
接
負
担
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
町
税
は
、

４
億
８
，
３
６
３
万
４
千
円
で
、
歳
入
全
体
の
11
・

２
％
に
当
た
り
ま
す
。
平
成
19
年
３
月
31
日
現
在

の
人
口
を
ベ
ー
ス
に
、
一
人
当
た
り
の
町
税
負
担

額
を
み
る
と
、
６
万
４
，
２
１
９
円
と
な
り
ま
す
。

　

歳
出
は
、
福
祉
の
充
実
や
子
育
て
支
援
な
ど
に

使
う
民
生
費
が
８
億
９
，
２
９
５
万
円
と
最
も
多

く
、
次
い
で
公
債
費
、
総
務
費
、
教
育
費
、
土
木
費
、

農
林
水
産
業
費
、
衛
生
費
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
の
主
な
事
業
と
し
て
は
、
上
色
見

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
、
色
見
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
、
野
尻
地
区
飲
料

水
供
給
施
設
整
備
事
業
、
老
朽
た
め
池
改
修
事
業

な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

会　計　名 歳入決算額 歳出決算額 差　　引
一 般 会 計 43億1,125万 9千円 42億 5,983万 2千円 5,142万 7千円

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 10億7,128万 9千円 10億 317万 5千円 6,811万 4千円

老 人 保 健 特 別 会 計 10億9,081万円 10億 9,080万 4千円 6千円

介 護 保 険 特 別 会 計 6億3,565万 1千円 5億9,313万 8千円 4,251万 3千円

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 2億2,379万 8千円 2億938万 6千円 1,441万 2千円

農業用水供給事業特別会計 1億1,434万円 1億1,182万 8千円 251万 2千円

鉄道経営対策事業基金特別会計 4,846万 2千円 4,846万 2千円 0円

　

平
成
18
年
度
の
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
決
算

が
９
月
定
例
町
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

決
算
は
、
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
の
家
計
簿
と
同
様
、

こ
の
１
年
に
ど
の
く
ら
い
の
お
金
が
町
に
入
り
、

何
に
使
わ
れ
、
ど
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
が
行
わ

れ
た
か
を
数
字
に
表
し
た
も
の
で
す
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
は
43
億
１
，１
２
５
万
９
千
円

で
、
前
年
度
に
比
べ
て
２
億
２
２
９
万
１
千
円
減

っ
て
い
ま
す
。
歳
出
も
42
億
５
，９
８
３
万
２
千
円

で
、
２
億
25
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、
町
が
自
ら
徴
収
で
き
る「
自
主
財
源
」

決
算

平
成
18
年
度
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町有財産の状況

町債
6億0,650万円
（14.1％）

町税
4億8,363万4千円
（11.2％）

繰入金
2億7,000万円
（6.3％）

県支出金
2億3,942万9千円
　　 （5.6％）

国庫支出金
2億3,268万円
（5.4％）

地方譲与税
1億3,383万2千円（3.1％）

地方消費税交付金
6,773万9千円（1.6％）

自動車取得税交付金
3,010万9千円（0.7％）

地方特例交付金
989万8千円（0.2％）

■（オレンジ）→自主財源　

■（グ レ ー）→依存財源

ゴルフ場利用税交付金　

362万6千円（0.1％）

利子割交付金　

176万5千円（0.0％）

交通安全対策特別交付金　

162万9千円（0.0％）

配当割交付金　

107万円（0.0％）

株式等譲渡所得割交付金　

88万7千円（0.0％）

歳　入
43億1,125万9千円
(100％)

地方交付税
19億3,990万2千円
（45.0％）

使用料及び
手数料　
1億2,852万7千円
（3.0％）

繰越金　
5,346万9千円
（1.2%）

諸収入　
5,173万円
（1.2%）

分担及び
負担金　
3,779万5千円
（0.9%）

財産収入　
1,541万3千円
（0.4%）

寄付金　
162万5千円
（0.0%）

歳入

車　両 基　金 有価証券
出 資 金

土　地 建　物 立　木

19台 2,311,730千円 283,980千円11,616,227㎡ 77,685㎡ 236,999ｍ3

●
税
収
入
の
税
目
別
内
訳
●

●過去５年間の税収入の推移●

一般会計歳入総額

43億1,125万9千円
災害復旧費
5,055万5千円
（1.2％）

議会費
7,802万5千円（1.8％）

諸支出金
9,106万4千円（2.1％）

商工費
9,439万2千円（2.2％）

消防費
1億5,486万5千円
（3.6％）

42億5,983万2千円
(100％)

歳　出

　総務費

5億7,046万2千円

（13.4％）

　教育費

4億8,403万5千円

（11.4％）

　土木費

3億9,348万9千円

（9.2％）

　衛生費

2億6,542万円

　　 （6.2％）

　農林水産業費

3億6,472万9千円

（8.6％）

公債費

8億1,984万6千円

（19.3％）

民生費

8億9,295万円

（21.0%）

歳出 一般会計歳出総額

42億5,983万2千円

税収入の状況
入湯税1,112万4千円（2.3％）

4億8,363万4千円
(100％)

税収入

　たばこ税

4.023万2千円

　（8.3％）

軽自動車税

1,624万4千円（3.4％）

町民税

1億5,914万

　2千円

　（32.9％）

固定資産税

2億5,689万

2千円

（53.1%）

0 1億円 2億円 3億円 4億円 5億円 6億円

5億3,058万3千円

5億1,605万4千円

平成14年度

平成15年度

平成16年度

平成17年度

平成18年度

5億1,137万円

5億0,075万円

4億8,363万4千円



平成 20 年４月から
「後期高齢者医療制度」
がはじまります。

　

平
成
20
年
４
月
か
ら
、
新
し
い「
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
」
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で「
老
人

保
健
制
度
」
で
医
療
を
受
け
て
い
た
人
は
、
新
た

に
独
立
し
た「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
で
医
療

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
老
人
医
療
費
を
中
心
に
国
民
医

療
費
が
増
大
す
る
中
、
現
役
世
代
と
高
齢
者
の
負

担
を
明
確
に
し
、
公
平
で
わ
か
り
や
す
い
制
度
と

す
る
た
め
、
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
を
対
象
と

し
て
創
設
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

都
道
府
県
ご
と
に
区
域
内
の
す
べ
て
の
市
町
村

が
加
入
す
る「
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合（
以
下

「
広
域
連
合
」）
が
運
営
主
体
と
な
り
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
を
運
営
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

市
町
村
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
事
務
の

う
ち
、
保
険
料
の
徴
収
、
被
保
険
者
か
ら
の
申
請

や
届
出
の
受
付
、
保
険
証
の
引
渡
し
な
ど
の
窓
口

業
務
を
行
い
ま
す
。
広
域
連
合
は
、
保
険
料
の
決

定
や
財
政
運
営
、
医
療
を
受
け
た
と
き
の
給
付
な

ど
制
度
の
運
営
全
般
を
行
い
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　

熊
本
県
内
に
住
所
を
有
す
る

①
75
歳
以
上
の
人（
75
歳
誕
生
日
か
ら
）

②
65
歳
か
ら
74
歳
の
人
で
寝
た
き
り
等
の
一
定
の

　

障
害
が
あ
る
人（
広
域
連
合
の
認
定
を
受
け
た

　

日
か
ら
）

　

被
保
険
者
一
人
ひ
と
り
に
、
後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
証
を
交
付
し
ま
す
。

　

今
ま
で
の
老
人
保
健
制
度
と
同
様
に
、１
割(

現

役
並
み
所
得
者
は
３
割
）
を
医
療
機
関
の
窓
口
に

支
払
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

保
険
料
率
は
原
則
と
し
て
県
内
均
一
と
な
り
ま

す
。

　

保
険
料
の
納
め
方
は
、
介
護
保
険
と
同
様
に
、

「
特
別
徴
収
」
と「
普
通
徴
収
」
が
あ
り
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
も
、
こ
れ
ま
で
の
老

人
保
健
制
度
と
同
様
の
給
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

①
療
養
の
給
付（
病
気
や
け
が
の
治
療
を
受
け
た

　

と
き
）

②
入
院
時
食
事
療
養
費（
入
院
し
た
と
き
の
食
事

　

代
）

③
入
院
時
生
活
療
養
費（
療
養
病
床
に
入
院
し
た

　

と
き
の
食
事
代
・
居
住
費
）

④
高
額
療
養
費（
１
ヶ
月
に
支
払
っ
た
自
己
負
担

　

が
高
額
に
な
っ
た
と
き
）

⑤
高
額
介
護
合
算
療
養
費（
１
年
間
に
支
払
っ
た

　

自
己
負
担
が
高
額
に
な
っ
た
と
き
）

⑥
訪
問
看
護
療
養
費（
医
師
の
指
示
で
訪
問
看
護

　

を
利
用
し
た
と
き
）

⑦
療
養
費（
や
む
を
え
ず
全
額
自
己
負
担
し
た
と

　

き
）

⑧
葬
祭
費（
被
保
険
者
が
死
亡
し
た
と
き
）

　

熊
本
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.kum

am
oto-

kouikirengo.jp

）
で
、
制
度
の
概
要
に
つ
い
て
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
対
す
る
ご
意
見

等
は
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル（koukikoureisya@

kum
am
oto-kouiki.jp

）
に
て
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

高
森
町
役
場
住
民
福
祉
課
国
民
健
康
保
険
係

　

℡
６
２-

１
１
１
１
（
内
線
１
２
８
・
１
２
９
）

　

熊
本
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

℡
０
９
６-

３
６
８-

６
５
１
１

広
域
連
合

市
町
村
と
広
域
連
合
の
役
割

制
度
の
主
な
内
容

対
象
者
（
被
保
険
者
）

保
険
証

医
療
を
受
け
る
と
き
の
一
部

負
担

保
険
料

後
期
高
齢
者
医
療
で
受
け
ら

れ
る
主
な
給
付
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NEWS

阿蘇アート＆クラフトフェア
作り手と使い手との交流

高森町のあれこれ

　10 月 6 日から 8 日の 3 日間、
阿蘇フォークスクールで「阿蘇
アート＆クラフトフェア」が開催
されました。ＮＰＯ法人「阿蘇
フォークスクール」主催で4回目。
竹細工や革工芸、陶芸など九州内
のさまざまなジャンルの工芸家
73 人が出品。訪れた人は教室や
廊下、体育館などに展示された作
品を一つ一つ熱心に見入ってい
ました。

▼訪れた人は作り方や使い方などを熱心に聞いていました。

ＪＡ阿蘇青壮年部研修大会
３人が出場し好成績

　8月 29 日、ＪＡ阿蘇一の宮中央支所で「ＪＡ阿蘇青壮
年部研修大会」が開催されました。高森支部からも 3人が
出場し、谷川洋一さん（高森・冬野）が盟友の主張発表で
優秀賞に、本田寅雄さん（上色見・洗川）が組織活動発表
で最優秀賞に、荒牧光博さん（上色見・前原）がＪＡ青年
の歌「君と」発表で最優秀賞に輝きました。

　安藤幸之さんが内閣府エイジレス・ライフ表彰を受賞し
ました。これは、年齢にとらわれず自らの責任と能力にお
いて自由で生き生きとした生活を送る高齢者が表彰される
もので、安藤さんは無償での書道教室開設や、ひょうたん
栽培を通した高齢者の生きがいづくりなどを実践している
ことが評価され今回の受賞となりました。

▼写真左から谷川さん、荒牧さん、本田さん。

▲藤本正一町長から賞状を受け取る安藤さん。

内閣府エイジレス・ライフ表彰
安藤 幸之さん（津留・上町）

1415 Public Information
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NEWS

尾下菅原神社秋の大祭
地域で守る

伝統の獅子舞

高森町のあれこれ

　10 月 3 日、「尾下菅原神
社秋の大祭」が行われまし
た。神社で神事が行われた
後、多々野原公園に移動し、
雌雄２頭の獅子舞が唐うち
わを持った勢子の子どもた
ちと競い合って舞を奉納し
ました。ここで奉納される
獅子舞は、県の重要無形文
化財に指定されており、尾
下地区をあげての保存活動
が行われています。

▼勇壮に舞う雌雄2頭の獅子舞。

高森東小学校「地域との交流月間」
おじいちゃん、おばあちゃんと楽しく交流

　9月 25 日、高森東小学校の 4・5・6年生が校区のお年
寄りと交流を図りました。これは、同校の「地域との交流
月間」に合わせて行われたもので、スポーツクラブの児童
がグラウンドゴルフに、手作りクラブの児童が牛乳パック
を使ったペン立て作りなどに挑戦。おじいちゃん、おばあ
ちゃんとの貴重な時間を楽しみました。

　10 月 2 日、高森保育園の年長園児 27 人が「交通安全
愛の一声運動」を実施しました。町商工会前で行われた運
動では、「お酒を飲んだら運転しないでね」「居眠り運転あ
ぶないよ」などと書かれた手作りペンダントをドライバー
に贈り交通安全を訴えました。その後、町内の各事業所に
もそれぞれ配布しました。

▼おじいちゃん、おばあちゃんに教わりながら楽しくプレイ。

▲約50人のドライバーにペンダントを贈りました。

高森保育園「交通安全愛の一声運動」
交通ルール守ってください！
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▲工業団地入口付近で行われた街頭キャンペーンの様子。

秋の全国交通安全運動
町内でもさまざまな運動を展開
　9月 21日から 30日までは「秋の全国交通安全運動」。
「高齢者の交通事故防止」を運動の基本に、町内でもさ
まざまな運動が展開されました。9 月 24 日は、国道
325号線の工業団地入口付近で街頭キャンペーンが行わ
れ、交通安全協会高森支部や交通安全母の会の会員など
がドライバーに安全運転を呼びかけました。

天神区自主防災訓練
１００種４００鉢を展示
　5月 20 日、天神区で自主防災訓練が行われました。観
光交流センターで「すみれフェスタ 2007」が開催されま
した。会場には、阿蘇地方自生のアソヒカゲスミレのほ
か原種や交配種、外国種など約 100 種 400 鉢が展示され、
訪れた人の目を楽しませていました。すみれは、熊本市
の熊本すみれ会の会員が育てたものです。

↓連日たくさんの人が訪れていました。 町食生活改善推進員連絡協議会横町支部
一人暮らしのお年寄りにお弁当配食
　10月 2日、町食生活改善推進員連絡協議会横町支部
が横町区の一人暮らしのお年寄りにお弁当を配食しまし
た。支部員 5人が早朝から 17人分を調理。正午前に横
町区民生委員とともに 1戸 1戸配食しました。食生活
改善推進員連絡協議会は、食生活の改善と楽しく健康な
地域づくりを目指して活動しています。

▲配食を受けたお年寄りはたいへん喜ばれていました。

野尻北部区民体育祭
地区の融和と親睦を深める
　9月 22 日、旧河原中学校グラウンドで毎年恒例の「野
尻北部区民体育祭」が開催されました。さわやかな秋空
のもと、老人会や婦人会、消防団など約 150 人が参加。
二人三脚や玉入れなど 17競技で汗を流し、最後に全員で
高森音頭とフォークダンスを踊り、地区の融和と親睦を
さらに深めました。

▼子どもたちも大勢参加し体育祭を盛り上げました。

ＪＡ阿蘇南部トマト部会
町内の保育園と幼稚園にトマト配布
　9月 30 日、ＪＡ阿蘇南部トマト部会が高森保育園、高
森東保育園、色見保育園、高森幼稚園にトマトを配布しま
した。これは、高森で作ったおいしいトマトをたくさん食
べてもらおうと行われたもので、部会員が「たくさん食べ
てください」と手渡すと、園児たちは「ありがとうござい
ました」とうれしそうに受け取っていました。

▼各園の園児数にあわせて配布されました。
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　平成19年分給与所得の年末調整
説明会を下記の日程で開催しますの
で、ご案内申し上げます。
　なお、開催会場の収容人員の都合
により、下記のとおり、ご出席いた
だく日時等を指定させていただきま
したが、ご都合の悪い方は、他の開
催日時でもご出席いただけます。
　また、説明会出席の際には、下記
の書類をご持参いただきますようお
願い申し上げます。
　おって、必要な用紙等がございま
したら、税務署または説明会会場で
お申し出ください。
●説明会日程
　・小国町山村開発センター
　　11月13日（火）
　　13：30～15：30
　・高森総合センター
　　11月14日（水）
　　10：00～12：00
　　13：30～15：30
　・大阿蘇環境センター未来館
　　11月15日（木）
　　10：00～12：00
　　13：30～15：30
●持参していただく書類
　・平成19年分年末調整のしかた
　・平成19年分給与所得の源泉徴
　　収票等の法定調書の作成と提出
　　の手引き

平成１９年分給与
所得の年末調整
説明会　犯罪の被害にあわれた方やそのご

家族、ご遺族のための民間の相談窓

口です。

●電話相談・面接相談
　　犯罪被害に関するさまざまな相
　談について、電話や面接による相
　談を行っています。
　【相談専用電話】
　　℡ 096-386-1033
　【相談受付時間】

　　平日午前10時～午後4時

●法律相談・心理相談
　　法律的な問題や心理的な不安など
　について、弁護士や臨床心理士など
　の専門家による適切なアドバイス等
　を行っています。（要予約）

●付き添いなどの直接的支援活動
　　ご自宅への訪問活動、情報提供、
　病院・警察署・検察庁・裁判所への
　付き添い等を行っています。

（社）熊本犯罪被害
者支援センター

平成１９年秋の
全国火災予防運動
　この運動は、火災が発生しやすい
時季を迎えるに当たり、火災予防思
想の一層の普及を図り、もって火災
の発生を防止し、高齢者等を中心と
する死者の発生を減少させ、財産の
損失を防ぐことを目的とします。
●実施期間
　11月9日（金）から11月15日（木）
　までの7日間
●統一標語
　「火は見てる　あなたが離れる　そ
　の時を」
●重点目標
　・住宅防火対策の推進
　・防火、火災、連続放火火災防止
　　対策の推進
　・特定防火対象物における防火安
　　全対策の徹底

　住宅火災の死者数が平成15年か
ら4年連続 1,000 人を超えており、
深刻な状態となっています。
コンロ…消し忘れや使用方法の誤り
　　　　が原因
タバコ…投げ捨て、火源の転倒落下、
　　　　消し忘れなどが原因
放　火…放火に狙われにくい環境づ
　　　　くりが大切です。
ストーブ…火の粉の飛び火や焚き火の
　　　　延焼拡大、消し忘れなどが
　　　　原因
火遊び…子どもの火遊びが原因

■お問い合わせ先
　阿蘇広域消防本部南部分署
　℡62- 9034

■お問い合わせ先
　阿蘇税務署
　℡0967- 22 -0551

■お問い合わせ先
　高森警察署
　℡６２- ０１１０
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国民年金だより

じんけん人権
住じ

ゅ
う

民み
ん

福ふ
く

祉し

課か　

人じ
ん

権け
ん

同ど
う

和わ

啓け
い

発は
つ

係か
か
り

　国民年金保険料は、税の申告をする際、納めた全額が社会保険料控除の対象となります。
　この社会保険料控除の申告について、国民年金保険料の社会保険料控除を受けるためには、年末調整や確定申告を
行う際に、保険料を支払ったことを証明する書類の添付等が義務付けられています。
　このため、国民年金保険料を納付された方には、「社会保険料控除証明書」が社会保険庁から送付されますので、年
末調整や確定申告を行う際まで大切に保管してください。

 【お問い合わせ先】
　控除証明書専用ダイヤル……℡ 0570-00-9911
　ＩＰ電話の方は………………℡ 045-326-1840
　・平成 19年 11月 1日～平成 20年 3月 14日
　・平日 9：00～ 17：00

女じ
ょ
せ
い性
の
人じ

ん
け
ん権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

女じ
ょ

性せ
い

の
人じ

ん

権け
ん

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
と
は
…

　

人ひ
と

は
み
な
人じ

ん

権け
ん

を
有ゆ

う

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
個こ

人じ
ん

と
し
て
人じ

ん

権け
ん

を
尊そ

ん
ち
ょ
う重

さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
残ざ

ん

念ね
ん

な
が
ら
女じ

ょ

性せ
い

に
対た

い

す
る
人じ

ん

権け
ん

侵し
ん

害が
い

が
依い

然ぜ
ん

と
し
て
発は

っ

生せ
い

し
て
お
り
、
大お

お

き
な
社し

ゃ

会か
い

問も
ん

題だ
い

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

法ほ
う

務む

省し
ょ
う

は
、
従じ

ゅ
う
ら
い来
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
活か

つ

動ど
う

を
通つ

う

じ
て
女じ

ょ

性せ
い

の
人じ

ん

権け
ん

問も
ん

題だ
い

に
取と

り
組く

ん
で
き
ま
し
た
が
、
平へ

い

成せ
い

12
年ね

ん

度ど

か
ら
、
こ
の
よ
う
な
取と

り
組く

み
の
一い

っ

環か
ん

と
し
て
、
悩な

や

み
を
持も

っ
た
女じ

ょ

性せ
い

が
気き

軽が
る

に
相そ

う

談だ
ん

で
き
る
専せ

ん

用よ
う

の
電で

ん

話わ

相そ
う

談だ
ん

窓ま
ど

口ぐ
ち

を
設も

う

け
ま
し
た
。
そ
れ
が
「
女じ

ょ

性せ
い

の
人じ

ん

権け
ん

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
で
す
。

ど
ん
な
相そ

う

談だ
ん

を
受う

け
付つ

け
て
い
る
の
…

　

職
し
ょ
く

場ば

に
お
け
る
男だ

ん

女じ
ょ

差さ

別べ
つ

や
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
夫お

っ
と

や
パ
ー

ト
ナ
ー
か
ら
の
暴ぼ

う

力り
ょ
く
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）、
ス
ト
ー
カ
ー
な

ど
の
女じ

ょ

性せ
い

に
対た

い

す
る
あ
ら
ゆ
る
人じ

ん

権け
ん

侵し
ん

害が
い

に
つ
い
て
の
相そ

う

談だ
ん

を
受う

け
付つ

け
て
い

ま
す
。
秘ひ

密み
つ

は
厳げ

ん

守し
ゅ

し
ま
す
。

誰だ
れ

が
相そ

う

談だ
ん

に

応お
う

じ
て
い
る

の
…

　

女じ
ょ

性せ
い

の
人じ

ん

権け
ん

擁よ
う

護ご

委い

員い
ん

及お
よ

び
法ほ

う

務む

局き
ょ
く
・
地ち

方ほ
う

法ほ
う

務む

局き
ょ
く

の

女じ
ょ

性せ
い

職し
ょ
く

員い
ん

が
中

ち
ゅ
う

心し
ん

と
な
っ
て

相そ
う

談だ
ん

に
応お

う

じ
て
い
ま
す
。

社会保険料控除証明書が発行されます。
　　　　　　　　　　年末調整・確定申告まで大切に保管を

○送付時期

平成19 年1月1日から10月1日
までに納付された方 平成19 年11月

平成19 年10月2日から12 月31
日までに今年はじめて納付された方 平成 20 年 2月
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高
森
町
役
場
℡
62-

１
１
１
１
／
草
部
出
張
所
℡
64-

０
２
１
１
／
野
尻
出
張
所
℡
65-

０
２
１
１

新  

着  

情  

報

　

熊
本
県
食
の
安
全
・
消
費
生
活
課

　

℡
０
９
６-

３
３
３-

２
２
９
１

　

熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
９
６-

３
５
４-

４
８
７
５

　

県
で
は
、
Ｄ
Ｖ
（
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
）
や

児
童
・
高
齢
者
・
障
害
者
虐
待
の
防
止
に
向
け
、「
家

庭
か
ら
暴
力
を
な
く
す
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施

し
ま
す
。
期
間
は
11
月
１
日
〜
30
日
。
講
演
会（
Ｄ

Ｖ
22
日
、
児
童
10
・
11
日
、
高
齢
者
23
日
、
障
害

者
14
日
）、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
22
・
23
日
）、
女

性
の
た
め
の
一
日
法
律
相
談（
25
日
）や
街
頭
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
（
４
日
、
熊
本
市
サ
ン
ロ
ー
ド
新
市
街
）

な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
男
女
共
同
参
画
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

　

推
進
課

　

℡
０
９
６-

３
３
３-

２
２
８
７

　

次
の
県
有
地
を
一
般
競
争
入
札
で
売
却
し
ま
す
。

　

入
札
に
参
加
す
る
た
め
に
は
、
事
前
に
参
加
申

込
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

○
旧
高
森
高
等
学
校
寄
宿
舎
（
建
物
付
き
）

　

・
所
在　

高
森
町
大
字
高
森
字
里
木
２
２
１
３

　
　

番
８

　

・
地
目　

宅
地

　

・
面
積　

１
８
９
０
・
21
㎡
（
約
５
７
１
坪
）

　

・
入
札
日
時
等　

最
低
売
却
価
格
１
４
，２
０

　
　

０
，０
０
０
円
、
現
地
建
物
開
放
11
月
28
日

　
　
（
水
）
午
前
10
時
〜
正
午
、
入
札
申
込
締
め

　
　

切
り
12
月
７
日
（
金
）
午
後
５
時
必
着
、
入

　
　

札
12
月
11
日
（
火
）
午
前
10
時
熊
本
県
阿
蘇

　
　

総
合
庁
舎
中
会
議
室

○
一
の
宮
土
木
事
務
所
高
森
出
張
所
跡
地
（
更
地
）

　

・
所
在　

高
森
町
大
字
高
森
字
市
下
１
４
０
４

　
　

番
９

　

・
地
目　

宅
地

　

・
面
積　

９
７
５
・
53
㎡
（
約
２
９
５
坪
）

　
・
入
札
日
時
等　

現
在
、
入
札
の
準
備
中
で
す
。

　
　
（
参
考
価
格
５
，
５
０
０
，
０
０
０
円
）

　

物
件
の
情
報
は
、
熊
本
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。（http://w

w
w
.pref.

kum
am
oto.jp/

）
↓
「
県
政
の
基
本
情
報
」
欄
↓

「
県
有
地
売
却
」

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
総
務
部
管
財
課

　

℡
０
９
６-

３
３
３-

２
１
２
２

　

熊
本
県
環
境
セ
ン
タ
ー
で
は
、
左
記
の
と
お
り

環
境
へ
の
負
荷
を
少
な
く
す
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
考
え
、
消
費
行
動
を
工
夫
す
る
た
め
の
体
験
学

習
を
開
催
し
ま
す
。

　
「
エ
コ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
」、「
エ
コ
カ
ル
テ
」、「
エ

コ
キ
ッ
チ
ン
」、「
エ
コ
ス
リ
ム
」
の
４
分
科
会
に

分
か
れ
て
、
環
境
に
や
さ
し
い
暮
ら
し
方
を
学
び
、

考
え
ま
す
。

○
日
時　

11
月
23
日（
金
）午
後
１
時
〜
午
後
４
時

○
場
所　

阿
蘇
市
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

○
募
集
人
員　

60
人

○
対
象　

一
般
、
高
校
生
、
中
学
生

○
参
加
料　

無
料

○
申
し
込
み　

は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
の
い

　

ず
れ
か
で
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
参
加

　

希
望
分
科
会
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
締
め
切
り　

11
月
13
日
（
火
）

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
抽
選
に
よ
り
決
定
し

　

ま
す
。

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
環
境
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
９
６
６-

６
２-

２
０
０
０

工
場
・
事
業
場
の
排
水
規
制
の

強
化
ま
で
半
年
を
切
り
ま
し
た

固定資産税第３期の納期限は１１月３０日（金）です。／高森町役場税務課

県
有
地
を
売
却
し
ま
す

家
庭
か
ら
暴
力
を
な
く
す

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

有
明
海
・
八
代
海
の
再
生
に
向
け
た
対
策
の
一

環
と
し
て
、
工
場
・
事
業
場
の
排
水
規
制
を
強
化

す
る
た
め
平
成
17
年
３
月
に
排
水
規
制
に
関
す
る

条
例
等
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
施
行
日
で

あ
る
平
成
20
年
４
月
１
日
ま
で
半
年
を
切
り
ま
し

た
。
規
制
対
象
と
な
る
工
場
・
事
業
場
の
設
置
者

は
、新
し
い
排
水
基
準
の
遵
守
に
向
け
た
準
備
（
施

設
の
改
修
・
改
善
、
管
理
の
徹
底
等
）
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
水
環
境
課

　

℡
０
９
６-

３
３
３-

２
２
７
１

　

阿
蘇
保
健
所

　

℡
０
９
６
７-

３
２-

０
５
３
５

　

多
重
債
務
で
お
悩
み
の
方
の
無
料
相
談
会
を
、

左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
弁
護
士
や
司
法
書

士
等
に
よ
る
面
談
と
な
り
、
事
前
予
約
の
あ
る
方

を
優
先
し
ま
す
。
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
日
時　

12
月
11
日
（
火
）
午
前
10
時
〜
午
後

　

４
時

○
場
所　

阿
蘇
地
域
振
興
局

■
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

全
国
一
斉
多
重
債
務
者
相
談

ウ
ィ
ー
ク
開
催

エ
コ
ラ
イ
フ
体
験
教
室
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本
年
度
、
地
方
税
法
第
48
条
に
基
づ
き
、
住
民

税
に
つ
い
て
現
年
度
分
及
び
滞
納
繰
越
分
の
徴
収

率
向
上
の
た
め
、
県
へ
の
直
接
徴
収
の
取
り
組
み

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
聞
等
で
報
道
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
滞
納
者

の
財
産
調
査
や
家
宅
捜
査
等
を
行
い
、
公
売
の
実

施
も
行
わ
れ
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
納
期
内

に
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
総
務
部
税
務
課

　

℡
０
９
６-

３
３
３-

２
０
９
９

　

税
務
課
税
務
係　

内
線
１
６
４
・
１
６
５

　

就
職
支
援
と
パ
ソ
コ
ン
基
礎
講
習
（
ワ
ー
ド
・

エ
ク
セ
ル
）
を
合
わ
せ
た
セ
ミ
ナ
ー
で
、
そ
れ
ぞ

れ
が
独
立
す
る
こ
と
な
く
、
職
務
経
歴
書
の
作
成

を
す
る
な
ど
関
連
付
け
て
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
ま

す
。

　

パ
ソ
コ
ン
実
習
は
、
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
を
通
し
て
就

職
支
援
に
実
績
の
あ
る
講
師
が
担
当
し
ま
す
。

　

受
講
生
に
は
実
習
時
間
の
中
で
、
個
別
に
対
応

し
、
各
自
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
フ
ォ
ロ
ー
し
ま
す
。

○
日
時　

11
月
26
日
（
月
）
〜
29
日
（
木
）
午
前

　

９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

○
会
場　

か
ん
ぽ
の
宿
阿
蘇

○
定
員　

20
名

○
対
象　

求
職
者
（
在
学
中
の
方
を
除
く
）

○
参
加
費　

無
料

※
申
込
受
付
中
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
（
財
）
熊
本
県
雇
用
環
境
整
備
協
会

　

℡
０
９
６-

３
８
２-

５
４
４
５

　

熊
本
県
労
働
委
員
会
で
は
、
賃
金
カ
ッ
ト
や
解

雇
な
ど
労
働
者
と
事
業
主
と
の
間
に
お
こ
る
ト
ラ

ブ
ル
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
「
話
し
合
い
に
応
じ
て
も
ら
え
な
い
」「
で
き
る

だ
け
早
く
解
決
し
た
い
」
そ
ん
な
悩
み
を
お
持
ち

の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
手
続
き
は
簡

単
で
、
費
用
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　

℡
０
９
６-

３
３
３-

２
７
５
３

湧水トンネル
クリスマスファンタジー

成人式のご案内

献血のお願い
　移動献血車が来ますので、
皆さんのご協力をよろしく
お願いします。

○日　時　12月 4日（火）
　　　　　午前9時30分～午前11時30分
　　　　　午後0時30分～午後4時
○場　所　高森総合センター
■お問い合わせ先
　住民福祉課健康推進係（内線126・127）

○日　時
　11月23日（金）～
　12月31日（月）
　午前９時～午後６時
　※12月22日（土）～
　　24日（月）は午後
　　8時まで開放
○場　所
　高森湧水トンネル公園
■お問い合わせ先
　産業観光課商工観光係（内線152・153）

国民健康保険税第７期の納期限は１１月３０日（金）です。／高森町役場住民福祉課

　学校や仕事で町外にお住まいの高森出身の皆さん、来
年の成人式を高森で迎えられてはいかがですか。
　町外に住所のある方で参加希望の方は、高森町教育委
員会までご連絡ください。

○日　時　平成20年1月3日（木）
　　　　　午前10時～
○場　所　高森総合センター
○対象者　昭和62年4月2日から
　　　　　昭和63年4月1日まで
　　　　　に生まれた方
■お問い合わせ先
　高森町教育委員会（内線242・243）

税
金
の
納
付
率
向
上
を
目
指

し
、
徴
収
が
強
化
さ
れ
ま
す

就
職
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
受
講
生
募
集

労
働
者
と
事
業
者
と
の
ト
ラ

ブ
ル
を
解
決
し
ま
す
！
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高
森
町
役
場
℡
62-

１
１
１
１
／
草
部
出
張
所
℡
64-

０
２
１
１
／
野
尻
出
張
所
℡
65-

０
２
１
１

新  

着  

情  

報

○
短
時
間
勤
務　

６
か
月
以
上
１
年
以
下（
１
人

　

目
60
万
円
、
２
人
目
20
万
円
）、
１
年
超
２
年  

　

以
下（
１
人
目
80
万
円
、
２
人
目
40
万
円
）、
２

　

年
超（
１
人
目
１
０
０
万
円
、
２
人
目
60
万
円
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
労
働
局
雇
用
均
等
室

　

℡
０
９
６-

３
５
２-

３
８
６
５

　

阿
蘇
ま
る
ご
と
検
定
実
行
委
員
会
で
は
、
平
成

23
年
春
の
九
州
新
幹
線
全
線
開
業
を
見
据
え
、
阿

蘇
地
域
の
魅
力
を
情
報
発
信
す
る
と
と
も
に
、
地

域
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
の
向
上
を
図
る
た
め
、

阿
蘇
の
自
然
を
は
じ
め
、
歴
史
、
文
化
、
観
光

等
に
つ
い
て
の
検
定
試
験「
阿
蘇
ま
る
ご
と
検
定
」

を
左
記
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　

10
月
22
日（
月
）
か
ら
申
し
込
み
受
付
を
開
始

し
て
い
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
お
申
し
込
み
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
本
検
定
の
公
式
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク「
阿

蘇
の
達
人
」
を
県
内
外
の
主
要
書
店
等
に
お
い

て
販
売
し
て
い
ま
す
。（
１
冊
１
，
５
０
０
円
税

込
）

○
日
時　

平
成
20
年
２
月
３
日（
日
）午
前
11
時
〜

　
（
検
定
時
間
90
分
）

○
会
場　

九
州
東
海
大
学
阿
蘇
校
舎（
南
阿
蘇
村

　

河
陽
）

○
募
集
定
員　

５
０
０
名（
先
着
順
）

○
受
験
料　

２
，
０
０
０
円

○
試
験
内
容

　
・
検
定
時
間　

90
分

　
・
出
題
数　

50
問

　
・
程
度　

基
本
的
な
知
識

　
・
合
格
基
準　

70
点
以
上

　

※
全
50
問（
１
問
２
点
）、
１
０
０
点
満
点

○
出
題
範
囲　

阿
蘇
ま
る
ご
と
検
定
公
式
テ
キ
ス

　

ト
ブ
ッ
ク「
阿
蘇
の
達
人
」を
中
心
に
、
阿
蘇
の

　

自
然
、
歴
史
、
文
化
、
観
光
に
つ
い
て
出
題

○
出
題
方
法　

五
肢
択
一

○
受
付
期
間　

10
月
22
日（
月
）〜
12
月
21
日（
金
）

○
申
込
方
法　

郵
便
局
の
払
込
取
扱
票（
兼
受
験

　

申
込
書
）に
よ
る
申
し
込
み

○
申
込
書
設
置
場
所　

阿
蘇
地
域
の
商
工
会
・
観

　

光
協
会
・
市
町
村
役
場
観
光
担
当
課
、
阿
蘇
広

　

域
行
政
事
務
組
合
総
務
課
、（
財
）
阿
蘇
地
域

　

振
興
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
、
熊
本
県
立
大
学
、

　

各
熊
本
県
地
域
振
興
局
総
務
振
興
課
、
熊
本
県

　

庁
情
報
プ
ラ
ザ
、
熊
本
県
福
岡
・
大
阪
・
東
京

　

事
務
所　

な
ど

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
蘇
ま
る
ご
と
検
定
実
行
委
員
会
事
務
局

　

℡
０
９
６
７-

２
２-

３
９
０
３

　

例
年
、
秋
口
か
ら
は
、
夕
暮
れ
時
及
び
夜
間

あ
な
た
の
会
社
の
就
業
規
則
の
育
児
・
介
護
休

業
規
定
は
大
丈
夫
で
す
か
？

　

改
正
の
育
児
・
介
護
休
業
法
は
、
平
成
17
年
４

月
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
行
法
に
沿
っ
た

雇
用
管
理
が
な
さ
れ
る
よ
う
、
企
業
内
の
制
度
に

つ
い
て
も
う
一
度
点
検
し
て
い
た
だ
き
、
男
女
労

働
者
が
仕
事
と
家
庭
と
を
容
易
に
両
立
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
な
雇
用
環
境
の
整
備
を
お
願
い

し
ま
す
。

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
に
基
づ
く
「
一

般
事
業
主
行
動
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
ょ
う
！

　

従
業
員
の
ニ
ー
ズ
や
自
社
の
実
情
に
合
っ
た
職

場
環
境
整
備
を
進
め
る
た
め
に
、
①
計
画
期
間
、

②
目
標
、
③
目
標
達
成
の
た
め
の
対
策
と
そ
の
実

施
時
期
の
３
つ
を
定
め
た
行
動
計
画
を
策
定
し
、

そ
の
旨
を
熊
本
労
働
局
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
に
は
、
認
定
さ
れ
る

仕
組
み
が
あ
り
ま
す
。

中
小
企
業
子
育
て
支
援
助
成
金

　

一
定
の
要
件
を
備
え
た
育
児
休
業
、
短
時
間
勤

務
制
度
を
実
施
す
る
中
小
企
業
事
業
主（
従
業
員

１
０
０
人
以
下
）
に
対
し
て
、
平
成
18
年
４
月
１

日
以
降
、
初
め
て
育
児
休
業
者
ま
た
は
短
時
間
勤

務
適
用
者
が
出
た
場
合
に
、
２
人
目
ま
で
支
給
さ

れ
ま
す
。

○
育
児
休
業　

１
人
目
１
０
０
万
円
、
２
人
目
60

　

万
円

ひ
の
く
に
ピ
カ
ピ
カ
運
動

「
阿
蘇
ま
る
ご
と
検
定
」
の
申

し
込
み
受
付
を
開
始
し
ま
す

熊
本
労
働
局
か
ら

に
か
け
て
交
通
事
故
が
多
発
す
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
日
没
に
よ
る
急
激
な
視
認
性
の
低

下
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ

れ
ら
の
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
視
認
性
の

向
上
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に

は
、
道
路
を
利
用
す
る
歩
行
者
を
は
じ
め
、
運
転

者
等
一
人
ひ
と
り
が
相
手
を
思
い
や
る
意
識
の
も

と
に
、「
見
せ
る
こ
と
」
と「
見
る
こ
と
」
の
実
践

が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
歩
行
者
・
自
転
車
利
用
者
に
は
、
反

射
材
の
活
用
を
促
進
す
る
一
方
、
車
両
運
転
者
に

は
、
前
照
灯
の
早
め
点
灯
を
励
行
し
て
も
ら
う
こ

と
に
よ
り
、
視
認
性
の
向
上
と
交
通
安
全
意
識
の

高
揚
を
図
り
、
も
っ
て
、
夕
暮
れ
時
及
び
夜
間
の

交
通
事
故
を
防
止
す
る
も
の
で
す
。

○
期
間　

９
月
21
日（
金
）
〜
平
成
20
年
３
月
31

　
日（
月
）

○
目
的　

夕
暮
れ
時
及
び
夜
間
の
交
通
事
故
防
止

○
推
進
重
点

　
・
歩
行
者
・
自

　
　

転
車
利
用
者

　
　

〜
反
射
材
の

　
　

活
用
促
進

　
・
自
転
車
・
二

　
　

輪
車
・
四
輪

　
　

者
の
運
転
者

　
　

〜
前
照
灯
早

　
　

め
点
灯
の
励

　
　

行
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さ
わ
や
か　

登
校
の
子
の
ご
挨
拶　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
藤　

愛
子

ご
す
と
起
き　

お
櫃ひ
つ

と
走
る
草
泊
り　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺　

雲
海

要
注
意　

昨
日
の
敵
ァ
今
日
も
敵　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　

不
忘

さ
わ
や
か　

汗
と
涙
の
お
立
ち
台　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬
原　

馬
笑

ご
す
と
起
き　

夢
で
良
か
っ
た
生
き
と
っ
た　
　
　
　
　

箸
本
き
み
子

想
定
内　

く
さ
い
飯
な
ら
覚
悟
た
い　
　
　
　
　
　
　
　

佐
楢
見
乱
坊

要
注
意　

大
風
呂
敷
も
程
ン
あ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
上
黙
公
子

ご
す
と
起
き　

プ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
滑
り
込
み　
　
　
　
　

桐
原　

白
酔

想
定
内　

世
襲
に
は
秘
書
さ
せ
て
あ
る　
　
　
　
　
　
　

岡
本　

琴
司

ご
す
と
起
き　

選
挙
は
ど
ぎ
ゃ
ん
な
っ
た
ろ
か　
　
　
　

佐
藤
多
可
雄

ご
す
と
起
き　

遠
足
だ
け
は
手
の
要
ら
ん　
　
　
　
　
　

後
藤　

信
子

軽
い　

今
朝
も
足
湯
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ　
　
　
　
　
　
　

浦
塚　

南
天

肥
後
狂
句　
（
阿
蘇
御
神
火
会
）

歌
詠
み

●
●
霜
月

○
日
時　

12
月
６
日（
木
）午
前
10
時
〜
午
後
３
時

○
場
所　

芙
蓉
館

○
相
談
内
容　

家
事
問
題（
相
続
、
離
婚
、
親
子

　

関
係
な
ど
）、
金
銭
問
題
、
登
記
手
続
き
、
い

　

じ
め
、
差
別
、
心
配
ご
と　

な
ど

○
担
当
者　

人
権
擁
護
委
員（
松
岡
典
子
さ
ん
、

　

本
多
善
忠
さ
ん
、
田
上
寅
光
さ
ん
、
荒
牧
邦
彦

　

さ
ん
）、
法
務
局
職
員

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

な
お
、
人
権
擁
護
委
員
は
今
回
の
特
設
人
権
相

談
日
以
外
で
も
、
自
宅
に
お
い
て
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
地
方
法
務
局
阿
蘇
支
局

　

℡
０
９
６
７-

２
２-

０
１
３
７

　

９
月
23
日
、
高
森
中
学
校
体
育
館
で「
第
23
回

高
森
町
少
年
剣
道
練
成
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
九

州
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
約
９
０
０
人
の
剣
士
が
白

熱
し
た
試
合
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
町
内
関
係
の

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
中
学
校
男
子
団
体
３
位　

高
森
中
学
校
Ａ

○
中
学
校
男
子
個
人
準
優
勝　

久
保
玄
徳
く
ん

　
（
中
学
３
年
）

○
中
学
校
男
子
個
人
３
位　

望
月
脩
平
く
ん（
中

　

学
１
年
）

○
小
学
校
低
学
年
個
人
ベ
ス
ト
８　

安
方
菜
々

　

美
さ
ん（
小
学
４
年
）

○
募
集
定
員　

若
干
名

○
受
験
資
格　

高
校
・
短
大
・
大
学
卒
業
及
び
、
卒

　

業
見
込
み
の
方（
昭
和
58
年
４
月
２
日
か
ら
平

　

成
２
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
）

○
申
込
期
間　

11
月
12
日（
月
）〜
平
成
20
年
１
月

　

10
日（
木
）

○
１
次
試
験　

平
成
20
年
１
月
21
日（
月
）

○
２
次
試
験　

平
成
20
年
２
月
上
旬

○
採
用　

平
成
20
年
４
月
１
日（
火
）

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
蘇
森
林
組
合
本
所
総
務
課

　

℡
０
９
６
７-

３
４-

０
３
３
５

阿
蘇
森
林
組
合
職
員
募
集

特
設
人
権
相
談
所
開
設

俳　
　

句
（
河
原
す
す
き
の
句
会
）

肥
後
狂
句
（
梅
香
苑
句
会
）

高
森
町
少
年
剣
道
練
成
大
会

名
月
が
雲
を
払
い
つ
楽
し
ま
せ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森　
　

正
六

客
ほ
め
し
老
鶯
の
声
山
の
寺　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
藤　

法
龍

電
線
が
混
み
合
う
街
の
暑
さ
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　

瀬
田　
　

博

稲
実
り
猪
の
被
害
に
な
や
ま
さ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
田　

初
雄

香
り
立
つ
薬
味
の
名
荷
夕
の
膳　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
田　

訓
子

神
主
の
白
装
束
や
終
戦
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

京
子

鼻
を
つ
く
金
木
犀
の
風
が
吹
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森　
　

政
隆

よ
く
見
れ
ば　

笑
っ
た
顔
が
よ
う
似
と
る　
　
　
　
　
　

武
田　

リ
ス

わ
た
し
の
年　

九
十
に
な
っ
た
が
ま
だ
若
い　
　
　
　
　

緒
方
エ
ツ
子

よ
く
見
れ
ば　

か
く
し
た
は
ず
が
し
わ
だ
ら
け　
　
　
　

前
田　

種
子

わ
た
し
の
年　

い
く
つ
に
な
っ
た
か
わ
か
ら
な
い　
　
　

井
芹　

春
江
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　最高血圧の高い人の割合が最も多く、次いでＬＤＬコ
レステロール、ＨｂＡ1ｃ（ヘモグロビンエーワンシー）の
順と高くなっています。これらは、血管を傷つけ動脈硬
化を促進する要因であり、多くの人がその可能性を持っ
ていることになります。しかし、ほとんどの人は自覚症状
もなく生活されていることでしょう。そのために検査値
が高くても放置されている人も多くなっています。
　 指摘されている項目を性別で見ると、男性にほとん
どの項目で女性より多くなっており、年代的にも男性が
早い年齢から指摘されている人が多くなっています。
　また、経年的に各所見の出現状況を見ると、糖尿病と
関係のある血糖・ＨｂＡ1ｃ、高血圧と関係のある最高
血圧の高い人が、18年度に比べ急増しています。これら

は、脳血管疾患や心筋梗塞、腎臓透析などの重大な病気
の大きな要因となっています。
　高森町の死亡原因を見ると、心疾患と脳血管疾患はと
もに、国、県よりも割合が高く、特に心疾患は65歳未満
で亡くなる人の割合が高く、男性に多くなっています。
　ご自身の健康状態はいかがでしょうか。自覚症状もな
く忍び寄る生活習慣病。早期に生活習慣を見直すことで
検査値は改善していくものです。健診は自分の健康状態
を客観的に見ることができる大切なものです。平成２０
年度から健診制度が変わります。40歳から74歳までの
人には健診が義務付けされ、所属の保険者が実施しま
す。必ず健診を受け、重大な病気を引き起こさないよう
予防していきましょう。

 ○作り方
　❶ 鶏肉は厚さを揃えて食べやすい大きさに切り、塩と酒をふる。
　❷ねぎは 4センチ長さのぶつ切りにする。ししとうは中ほどに 1センチくらいの
　　切り込みを入れる。
　❸フライパンにサラダ油を熱し、❶の鶏肉を入れて両面を焼く。空いた場所に❷
　　の野菜を入れて色よく焼き、取り出す。
　❹肉が焼けたら火を止め、スライスチーズをのせてふたをする。
　❺小鍋にⒶを合わせて煮立てて、とろみをつける。
　❻❹のチーズが溶けたら器に盛る。❸のねぎとししとうを添え、❺のあんをかける。

○材料（1人分）
鶏むね肉75ｇ、塩少々、
酒4ｇ、ねぎ1/4本、し
しとう3本、サラダ油適
量、スライスチーズ1枚、

　Ⓐ
だし汁 30㏄、濃口しょ
うゆ 1ｇ、みりん 1ｇ、
片栗粉1ｇ、水4㏄

Cooking

健康講座H e a l t h y  c o u r s e

健 康 診 査 結 果

「鶏のチーズ焼きあんかけ」

　平成19年度健康診査を7月に実施し、男性715名、女性1,018名が受診されました。健
診の結果から主に生活習慣病に焦点をあてて健康状態を見てみました。
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■39歳以下
■40～49
■50～59
■60～69
■70歳以上

（％）
平成19年度基本健診有所見の状況
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●町社会福祉協議会へ（敬称略）
［香典返し］
　佐藤　畩廣　　草村　睦代
　工藤イトエ　　野尻　ハル
　佐藤　國生　　渡辺眞佐末
　本川サツエ　　甲斐九州男
●広報送料寄付（敬称略）
　田上　満則（上益城郡山都町）

休日在宅医
◎診療は午前9時から午後5時まで

11月11日 阿 蘇 立 野 病 院 ℡ 68-0111

11月18日 藤 本 医 院 ℡ 67-0020

11月23日 平 田 医 院 ℡ 62-0216

11月25日 阿 蘇 立 野 病 院 ℡ 68-0111

12月  2日 寺崎内科胃腸科クリニック ℡ 62-0378

12月  9日 南郷谷整形外科医院 ℡ 62-3351

■11月11日～12月9日分

25 Public Information

おくやみ
もうし
あげます

2007年9月受付分（敬称略）

愛の
ご寄付

CONTRIBUTION

編 集 後 記
An editorial postscript

［ 住 所 ］
野 尻・ 倉 地
高 森 ・ 森
矢津田・赤羽根
高 森・ 下 町
芹 口・ 柿 迫
高 森 ・ 森
野 尻・ 河 地
永野原・小仲野
色 見・ 山 鳥
永野原・小楢木
永野原・永野原
高 森・ 旭 通

［ 死 亡 者 ］
草村　一冨
佐藤　福雄
渡辺シズエ
宮村　春幸
佐藤　美子
渡邊　アリ
野尻　誠一
工藤今朝市
本川　朝一
甲 斐　　 尚
甲斐葉蓮江
長尾マツ子

［年齢］
65
85
　102　
71
79
92
78
83
87
75
79
90

［ 御 遺 族 ］
草 村　 睦 代
佐 藤　 畩 廣
渡辺眞佐末
宮 村　 洋 子
佐 藤　 國 生
渡 邊　 政 士
野 尻　 ハ ル
工藤イトエ
本川サツエ
田 上　 俊 雄
甲 斐　 重 美
長 尾　 正 士

▲

高校の再編問題をきっかけに取り組んだ今回の特集。生
徒や先生、また高森高校に携わる方々を取材しましたが、
皆さんの高森高校に対する熱く深い思いがひしひしと伝
わってきました。何ごとにも全力で取り組む生徒、生徒の
ために一生懸命な先生、そんな高校を応援しようと頑張る
人たち…。

▲

町に…南阿蘇にたった一つしかない私たちの
高校。みんなで応援していきましょう。

平成１9年9月30日現在

の
人
口

人口／７，５１6人（－   3）
男性／３，５７6人（+  1）
女性／３，９４0人（－　4）
世帯／２，７88 戸（+　3）

T a k a m o r i  C a l e n d a r
高森カレンダー

11月16日～12月15日

●11月16日（金）
　3か月児健診（高森総合センター）／13：30～16：00

●11月18日（日）
　体育協会チャリティーゴルフ大会（阿蘇高森ゴルフ
　倶楽部）
　阿蘇郡市対抗駅伝大会

●11月20日（火）
　血管若返り教室（高森総合センター）／9：30～12：00

●11月21日（水）
　高森温泉館休館日

●11月22日（木）
　福寿草の会（草部総合センター）／10：00～14：00

●11月23日（金）～12月31日（月）
　湧水トンネルクリスマスファンタジー（高森湧水ト

　ンネル公園）／9：00～18：00

●11月25日（日）
　高森秋の味まつり（観光交流センター） ／12：00～

●11月26日（月）
　役場支払日
　年金相談（高森総合センター）／10：00～15：00

●12月4日（火）
　献血（高森総合センター）／9：30～16：00

●12月5日（水）
　役場支払日
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10
月
14
日
、
立
正
福
祉
会
高
森
寮
で
「
ふ
れ
あ
い
フ
ェ

ス
タ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
「
誰
も
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
場
」と
し
て
18
年
続
い
て
い
ま
す
。
今
年
も
小
・
中
学

生
に
よ
る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
、
高
校
生
、
商
工
青
年

部
な
ど
の
バ
ザ
ー
が
ズ
ラ
リ
と
並
び
、
訪
れ
た
人
は
存
分

に
買
い
物
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
も
の
ま
ね
芸

人
英
太
郎
さ
ん
の
ス
テ
ー
ジ
や
九
州
東
海
大
学
生
に
よ
る

演
舞
な
ど
も
行
わ
れ
、
イ
ベ
ン
ト
を
一
層
盛
り
上
げ
ま
し

た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪
で
作
ら
れ
た
「
ふ
れ
あ
い
フ
ェ

ス
タ
」
は
大
に
ぎ
わ
い
の
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

ふれあいフェスタ
　　　　in 高森寮

広
が
れ
！

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

輪

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

ば
っ
て
ん
荒
川
さ
ん
の
も
の
ま
ね

な
ど
を
披
露
し
た
英
太
郎
さ
ん


